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米
化
に
伴
い
、
日
本
人
に
も
一
般
的
な
疾
患
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
軽
度
の
変
形
で
は
、
靴
を

履
い
た
際
の
母
趾
の
付
け
根
内
側
の
痛
み
が
主

な
症
状
と
な
り
ま
す
が
、
進
行
す
る
と
ア
ー
チ

構
造
が
崩
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
足
底
痛
や
、
第

2
趾
の
背
側
脱
臼
を
来
し
、
裸
足
で
も
痛
み
を

自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
う
ま
く
体
重
を

支
え
ら
れ
な
い
、
転
び
や
す
い
と
い
っ
た
機
能

障
害
も
出
現
し
ま
す
。　

　

変
形
の
矯
正
に
は
手
術
（
第
1
中
足
骨
矯
正

骨
切
り
術
）
が
有
用
で
す
。
し
か
し
、
後
療
法

期
間
が
3
カ
月
以
上
に
及
ぶ
た
め
、
仕
事
を
持

っ
て
い
る
方
、
高
齢
の
方
で
は
保
存
療
法
が
優

先
さ
れ
ま
す
。
保
存
療
法
で
は
、
⑴
靴
選
び
、

⑵
足
底
板
、
⑶
母
趾
外
転
筋
運
動
が
柱
と
な
り

ま
す
。
緩
す
ぎ
る
靴
は
、
母
趾
の
付
け
根
内

側
へ
の
広
が
り
を
助
長
し
外
反
母
趾
を
増
強

す
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ア
ー
チ
構
造

を
補
う
足
底
板
（
足
型
に
合
わ
せ
て
作
製
）

は
足
底
痛
の
軽
減
に
役
立
ち
ま
す
。
母
趾
先

　

人
の
足
に
は
、
縦
ア
ー
チ
（
土
踏
ま
ず
）
と

横
ア
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
骨
性
の
ド
ー
ム
状
構
造

が
あ
り
、
こ
の
構
造
に
よ
っ
て
安
定
し
て
二
本

足
で
立
ち
、
ス
ム
ー
ズ
に
歩
く
あ
る
い
は
走
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
チ
を

支
え
る
機
構
と
し
て
、
合
計
26
個
の
骨
と
、

靭じ
ん

帯た
い

、
筋
・
腱
な
ど
の
軟
部
組
織
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
組
織
が
加
齢
な
ど
に
よ
り
傷
つ
け

ら
れ
る
と
、
ア
ー
チ
構
造
は
崩
れ
、
足
に
さ
ま

ざ
ま
な
痛
み
や
機
能
障
害
を
来
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
代
表
的
疾
患
が
、
外
反
母
趾
と
足そ
く

底て
い

腱け
ん

膜ま
く

炎え
ん

で
す
。

　
【
外
反
母
趾
】
母
趾
の
付
け
根
が
内
側
に
せ

り
出
す
こ
と
で
、
母
趾
先
端
が
小
趾
側
に
倒
れ

て
見
え
る
疾
患
で
す
。
女
性
に
圧
倒
的
に
多
く
、

発
症
年
齢
は
体
質
が
主
な
原
因
で
あ
る
10
〜
20

歳
代
と
、
先
細
の
靴
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
愛
用
、

体
重
増
加
、
加
齢
な
ど
が
要
因
と
な
る
40
歳
代

以
降
に
分
か
れ
ま
す
。
近
年
、
生
活
習
慣
の
欧

端
を
内
側
に
開
く
母
趾
外
転
筋
運
動
（
グ
ー
・

パ
ー
運
動
）
は
、
軽
度
の
変
形
で
は
、
疼
痛

の
改
善
ば
か
り
で
な
く
変
形
矯
正
に
も
有
用

で
す
。

　
【
足
底
腱
膜
炎
】
土
踏
ま
ず
が
崩
れ
な
い
よ

う
、
足
底
に
は
足
底
腱
膜
と
呼
ば
れ
る
厚
い
膜

構
造
が
あ
り
ま
す
。
足
底
腱
膜
炎
は
、
加
齢
に

加
え
、
長
時
間
の
立
位
や
歩
行
、
過
度
の
運
動

な
ど
が
引
き
金
と
な
り
、
足
底
腱
膜
が
踵
の
骨

（
踵
し
ょ
う

骨こ
つ

）
に
付
着
し
て
い
る
部
分
で
小
さ
な
亀

裂
を
来
し
、
踵
骨
の
下
に
痛
み
を
生
じ
る
疾
患

で
す
。
起
床
直
後
の
１
歩
目
に
強
い
痛
み
を
自

覚
す
る
の
が
特
徴
的
で
す
。
保
存
療
法
が
治
療

の
主
体
と
な
り
、
⑴
引
き
金
と
な
っ
た
運
動
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
控
え
る
、
⑵
足
趾
を
背
屈
さ
せ

足
底
腱
膜
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
、
⑶
足
底
板

に
よ
り
縦
ア
ー
チ
を
支
え
、
足
底
腱
膜
に
加
わ

る
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
が
主
な
治
療
と
な
り

ま
す
。
疼
痛
消
失
ま
で
数
カ
月
を
要
す
る
こ
と

が
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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